
長野県看護連盟　会員研修アンケート結果

日　時： 2024年1月13日（土）13：00～15：00

テーマ： 国政報告

講　師： 参議院議員　石田昌宏

場　所： 長野県看護協会会館　大ホール

出席者：100名　　アンケート回収率：39％

１．資格 ２．年齢

保健師 20代 4

助産師 1 30代 2

看護師 38 40代 12

50代 14

60代 7

３．所属施設 4.会員歴

病院 34 協会連盟 39

訪問看護 協会のみ

施設福祉 1 非会員

自宅 4

５．参加動機 6.満足度

講師魅力 20 不満

テーマ興味 3 やや不満

年間研修 5 普通 6

上司の勧め 10 やや満足 7

その他 満足 26

７．満足の理由　（複数回答）

理解できた 29

講師が魅力 7

内容が適切 1

時間が適切 2

その他
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８．研修の感想

石田議員のお話、わかりやすかったです。人確法のできた時の話など興味深かったです。人手不足で忙しく、

不満を言いがちな毎日ですが考え方をかえてがんばっていこうと思いました。

とても素晴らしい研修でした。自身、政治のことはあまり興味がありませんでした．しかし、今回の研修で、

現在の世界情勢と看護のことを結び合わせて未来のことを考え全看護師のために動いてることを知り、とても

感銘を受けました。

今後のこと現段階の問題のこと、世界のこと考えていかなきゃと考えさせられるものでした．

お忙しい中来訪していただき、看護の未来について話していただきありがとうございました。時間が足りない

くらいでした。看護の未来に向けて人脈作りを大切にしていることも見え、自分の役割を再認識しました。

石田議員の1日の移動距離が長くて驚きました。どうやって体力を維持しているのでしょうか。

国の優秀なリーダー達と仕事をしている石田議員のはなしをもっと聞きたいです。

講師の今までの取り組みと、これからの課題が明確に示された。講師は、常に未来の姿をイメージしながら、

それには今何をしなければならないかを考えている。私達がしなければならないのは、問題意識を持ち現状に

目をそらすことなく、発信する事と考える。

今後人口が減少して行く中で、考え方を変える方向性を知ることができよかった。

未来に希望が持てなかったが、石田議員はいつも希望を、現実にしていこうと思わせてくれる。こんな人が看

護の代表として、国政にいなければならなず、国政にいてくれる事を本当に心強く感じた。

石田議員の話を初めて聞きました。



自分が何故国会にいるのか、使命のためにどう行動するべきかという考えを一本筋を通して持っており、この

人が私たちの前面にいる人なのだと知ることができ、とても安心しました。

絵空事ではなく、しっかりとした政策も伴っていることも知ることができました。

こんな世の中になったら良いなという未来も描いており、聞いてて楽しかったし未来に希望というか、楽しみ

が出来たというか、いいお話が聞けました。

今までボンヤリと応援していた石田議員でしたが、お話聞けて、しっかり応援していきたい。

政治の今後の動きがとてもよくわかりました。そして、自分が看護管理者として今後どう考えて方針を決めて

いくべきかのヒントがたくさん得られました。石田先生の将来の野望（？）や奇想天外の発想にとてもワクワ

クでき、元気をもらうことができました。部署のスタッフに研修報告として伝達講習をしたいと思います。ま

た直接先生の話を聞く機会をぜひ作っていただきたいです。

先生のご活躍が形になり、私たちが恩恵をうけていることに感謝しております。本日も大変学びになりまし

た。夢を持って前に進みたいと思います。

感謝申し上げます。どうかご自愛なさってお励み下さい。

夢と経過が分かりました。元気で頑張ってほしいです。

石田先生の初めて聴講する事ができました。看護だけではなく色々な問題が山積している中で看護の事を優先

に考え、取り上げていただいていることに感謝したいです。

石田先生がお考えのことがごもっともだなぁと、最近師長の仲間の間でも話している内容だったので、

自分たちはずれていないんだなぁと実感できました。

ありがとうございました。



９．連盟への要望

医療は政治であることを、看護職が分かるように伝え続けて下さい。

年々看護師の採用希望者が減り、退職者が一定数いるため、残された看護師の負担が大きい。引き続き看護師

の働き方改革、処遇改善のために尽力して頂きたい。

看護職への処遇改善が、本当に看護職全員に届くようにお願いします。協力します。

長野県看護連盟は、地元議員に要望書を届けるだけではなく、会員が議員さんと意見交換する場を増やして下

さい。

他の議員のお話が聞けたらと、改めて思いました。

ご企画、ありがとうございました。

エネルギーがある、連盟活動だと思います。

今後も看護師処遇改善を求める。

もっと、もっと聞きたかった。とても楽しかったです。

医療政策に関わる情報をキャッチし、今の職場環境でどんな影響があるか、つなげて考えていくようにしない

といけないと、講義の冒頭から思いました。勤務表を作ることも政治の末端の活動であると言うことも納得し

ました。現場の看護の日々を支える看護師が、健康でやりがいをもって働き続けられる環境作りには、法律や

制度が必要。パパ育休、時間短縮勤務等子育てする世代を守る制度が増え、制度利用者が複数病棟にとって

は、夜勤ができるスタッフが限られて72時間越えることもある。（現場の声でした。）

石田先生が話されること、全てスーッと入って来て理解しやすかったです。マイナンバーで協会で受けた研修

内容まで表示されると、会員数が増えると思います。同時に連盟の会員数も増えたら良いと思いました。

看護の質向上

本当に大事と思いますし、必要です。

とても前向きに元気になるご講演ありがとうございました。

先を見ている先生の発言　応援したいと思いました。石田先生が、真剣に取り組んできたことがよく理解でき

ました。

今やろうとしている看護管理はまちがっていないと確信した。

これからは看護師が増えることを理想とするのではなく、看護師の人材確保が大切であることがわかりまし

た。また、看護の質の向上のための政策を考えていることなどがわかりました。

石田先生がこれからの看護職の役割についての「夢」を語って下さいました。ウォルトディズニーは言ってい

ます。

「If you can dream it,you can do it」

夢を見ることができれば、それは実現できるできない、やらない理由を探すより、出来る方法を考えていきた

いと思います。

課題に対する取り組みのイメージを持つ事ができた。国の政策に興味を持ち、理解し、賢く対応できるように

したいと思った。

連盟の活動の近況がよく理解できた。



10.まとめ

石田議員の看護界に向けた熱い思いと取組みを聞き、この人を組織代表に選択して間違いがないと感じた。

今後、人口減少や働き手の減少など言われているが、看護という仕事の魅力を伝え、働きやすい職場、働きた

いと思える職場を作っていかなければならない。そのためには政治力が必要不可欠です。未来を見据えて、仕

事の効率化やタスクシュアを行い、人材不足の解消や医療の質の向上に繋げたい。


